
コロナ禍における子育て家庭の
困窮実態調査

NPO法人飛騨高山わらべうたの会

非常時に必要な支援とは？
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高山に来た事がありますか？ 東京23区より
大きい！

①ＮＰＯ法人飛騨高山わらべうたの会の紹介



①ＮＰＯ法人飛騨高山わらべうたの会の紹介
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●コンセプト 子どもの笑顔が未来をつくる

●キーワード つ な ぐ

その１ 伝統を活かす！

過去と未来を
つなぐ

♬飛騨の宝物『わらべうた』を子育てにー

親と子を
つなぐ

その２ 自然を活かす！

自然（森）と子どもを
つなぐ

♬『ぎふ木育』を
とりいれる
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その３ ママ・パパの子育て応援

①ＮＰＯ法人飛騨高山わらべうたの会の紹介

♬誰もが立ち寄れる子育てひろば運営（商業施設内）

♬ママの『困った…』に寄り添う
ママの『やりたい！』を応援する⇒育児サポート（託児）

地域と子ども、
地域と子育て家庭を

つなぐ

♬地域ぐるみの子育て支援（ワイワイカフェ）
⇒ドコモ市民活動助成
より３年間助成頂く
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②調査の背景

●市の検診・赤ちゃん教室などの中止 ●イベント中止・外出自粛

たくさんの子育て家庭が困窮・孤立した

●臨時休校・臨時休園 ●児童センター・図書館などの閉館
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②調査の背景（私達がコロナ緊急支援として行ってきた事）

＊コロナ禍により、孤立したり経済的に困窮した子育て家庭を支援

④子ども宅食『わらぼぼ宅食』

⑤中学・高校の制服リサイクル

３年間にわたる地域ぐるみの
子育て支援体作りにより、

緊急支援活動がスムーズに！！

・これまでの参加者一軒一軒に電話をかけて、様子を伺った。

・「流産して気持ちが落ち込んでました…」「子育てで悩み、うつになりかけていた…」と、涙ながらに

話す母親もいた。

②電話大作戦

③市内全ての子育て支援関係団体を対象にアンケート実施

①ひとり親家庭・困窮家庭支援

・市内全幼稚園、保育園、児童センター、学童、まちづくり協議会など

・「コロナ禍で母親や子どもの状況はどうだったか」「どのような支援を行ったか」「どのような支援が

必要と思われたか」などを質問

５０％を超える子育て家庭が孤独や不安を抱える

２４０件中９２件（約４０％）が
孤独や不安を抱える

・ひとり親家庭、産後うつ、ネグレクトなどの困窮家庭への支援

・自殺未遂をした母親の育児支援、抗うつ剤を服用している母親の育児支援など
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②調査の目的と概要（調査地、調査方法）

【目的】

①コロナ禍で浮き彫りになった、岐阜県の子育て環境の課題に対して、今後、行政と
民間（地縁団体含む）が協働して解決にあたっていけるように、情報提供する

②「地域ぐるみ」という子育て支援環境は、「防災にもつながる」という意識をもって、
子育て環境の整備を進めていけるように、提言も添えて情報提供する

【調査地】 岐阜県 ４２市町村

【調査方法】

●岐阜県内の子育て支援団体にアンケートQRLを送付し、利用者にオンラインで回答してもらった

●アンケート内容は岐阜大学今村教授のアドバイスにより、岐阜県内５圏域＋岐阜市の６地域に

分けて実施（設問についてもアドバイスを頂いた）

●中日新聞にアンケート協力のお願い記事と共に圏域別のQRコードを掲載し、子育て中の読者

に回答してもらった
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③調査概要（時期、対象者、設問、分析方法）

２０２１年１２月１日～２０２２年１月３１日【調査時期】

【対象者】 岐阜県内４２市町村の子育て家庭

【分析方法】 ●圏域別に集計し、コロナ禍の家計への影響、孤独の実態、原因、不安要素

等の傾向を分析する

●クロス集計により、年代別や子どもの数による回答の傾向を分析する

【設問内容】

●設問は全部で１３問

●年代、子どもの人数、家計に影響はあったか、孤独や不安を感じる

事はあったか、子育ては誰が担っているか、緊急事態宣言期間、

子どもはどうしていたか、子育ての相談は誰にしているか、どんな

事が不安か、孤独や不安を感じた人は、その原因は何だと思うか、

必要としている支援、コロナにおけるの子育て環境について、日頃

思っている事はあるか、等
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③仮説

①コロナ禍、「どこにも相談に行けなくて困った」「孤立した」と答えた子育て家庭は、５０％を

越えるのではないか（飛騨地域の実態から推測）

②「コロナにより少なからず家計に影響を受けている」と答えた子育て家庭は、５０％を超える

のではないか（飛騨地域の実態から推測）

③都市部より山間地域の方が、孤立や孤独がより深刻な状況になったのではないか。

④孤立・困窮の原因として、子育て支援が行政まかせ、民間団体（NPOなど）まかせになって

いるからではないか。

⇒各地域の地縁団体や地域を担う人たちも当事者意識をもち、地域ぐるみで子どもを見守り、

子育て家庭をサポートする環境づくりが大切なのではないか

⑤孤独・困窮の根本的な原因として、ひとり親などの働き方にも原因があるのではないか。

⇒小さな子どもがいる為に、非正規雇用にならざるを得ず、今回のような経済活動の自粛に

より、 真っ先に収入が減少するのは、このような子育て家庭ではないか。
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④調査結果（一部抜粋）

④新型コロナウィルスの流行前と流行後で、家計への影響はありますか

岐阜市 岐阜圏域 西濃圏域 中濃圏域 東濃圏域 飛騨圏域

赤と緑が「多少なりともある」と答えた人で、都市部より山間地域の方が多い

④新型コロナウィルスの流行前と流行後で、子育てへの感じ方の変化について教えてください

岐阜市 岐阜圏域 西濃圏域 中濃圏域 東濃圏域 飛騨圏域

緑と紫が「孤独や不安を感じるようになった」と答えた人で、
都市部より山間地域の方が多く、飛騨圏域では５０％を超えている
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⑫必要としている支援・サービスを教えて下さい

④調査結果（一部抜粋）

岐阜市 岐阜圏域 西濃圏域 中濃圏域 東濃圏域 飛騨圏域

①経済支援

②育児サポート

③親の交流の場

①親の交流の場

②育児サポート

③地域の繋がり

①特にない

②経済支援

③親の交流の場

①特にない

②経済支援

③親の交流の場

①親の交流の場

②経済支援

③育児サポート

①経済支援

②親の交流の場

③育児サポート

【自由記述について：コロナ禍における子育て環境について思う事】

＊孤独や不安を感じると答えた人を、世代別に集計した

⇒孤独や不安を感じる世代として、30代、40代が多かった

＊また、孤独や不安を感じると答えた人を、子どもの人数別に集計した

⇒子どもが１人、もしくは２人いる家庭において、孤独を感じるという人が多く見られた。

更には、子どもが２人いるという家庭の方が、より孤独を感じる傾向にあった。

【クロス集計から】

＊ぎふハチドリ基金山田事務局長より、「自由記述の声をできるだけたくさん集めるといいですね」

とのアドバイスを頂き、自由記述の記載内容は、全て反映した（まとめの所で後述）
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⑤分析

●都市部や都市部周辺地域では、飛騨圏域と比べて、「孤独や不安を感じる」と答えた

人の割合が少ない。⇒地形や人口分布が要因の一つと考えられる

●浮き彫りになったのは、ワンオペ育児がかなりの割合見られたことである。

⇒育児に負担を感じたり、不安や孤独を感じるといった状況に繋がる

●孤独や不安を感じると答えたのは、３０代、４０代に多かった。

飛騨圏域では、３０代の割合が突出
⇒コロナ禍において一人目の子育てが始まり、交流する場、相談する場が失われる
中、孤独を感じる母親が多かったという事が伺われる。

●子どもが２人いるという家庭の方が、より孤独を感じる傾向にある

⇒小さな子と上の子を抱えて子育てに孤軍奮闘する母親が、家で子ども達とだけで
過ごす中で、負担や不安が増大していったという事が伺われる。

●孤独や不安を感じる人が、より山間部に多いという事から、コロナ禍での行動制限や

交流機会の喪失によって、山間部ではとたんに孤立してしまうといった現状が伺われ
る⇒地域の中で、工夫して子育て親子をサポートしたり、地域ぐるみで交流する機会
を作っていく事が必要なのではないか。
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⑥まとめ（今回の調査結果からの提言）

①子どもの発育、成長について深刻な影響が出ている！

＊マスク生活による発育への影響を検証すべき

＊不登校や情緒不安定、家で話さなくなるなど、メンタル面へのサポートが必要

②保護者（特に女性）に対する地域ぐるみのサポートを！

＊コロナ禍で妊娠、出産を迎えた女性は、交流したり相談する機会が少なく、孤立しがち

＊特に、ひとり親、障がい児を持つ家庭、生活困窮家庭などへのサポートを、公的機関

とも連携をとって行っていく（生きる事にさえ気力を失ってしまっているという声もあり）

③経済的な支援については抜本的な対策を！

＊休園・休校・自宅待機などにより仕事を休まざるを得ない⇒収入が減る⇒困窮する

という負のスパイラルへの対策・・・病児保育の拡充、雇用先の理解、地域ぐるみの

サポートなど、様々な対策を検討する必要がある


